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1. まえがき 

これからの日本は，少子高齢社会が一段と進展し，生産

年齢人口の減少に伴い，メンテナンスに従事できる労働人

口が減少すると考えられる。また，日本の経済は少しの成

長は見込めるが，各企業においてコスト削減が求められ，

メンテナンスコストの削減も求められている。また，鉄道

のメンテナンスに若い人が集まりにくく，電車線メンテナ

ンス技術の伝承がうまくいかず課題となっている。そのた

め，国内の鉄軌道事業者においても人手によらないメンテ

ナンス手法やメンテナンスフリーな電車線構造の導入が望

まれている。さらに，最近の課題として，環境の問題意識

の高まりがあり，地球の環境を守るため，環境に優しい材

料を使用するとともに，電車線設備の各部材等の寿命を長

くすることが，特に重要となりつつある。 
このような背景から，国内の鉄道においてもメンテナン

スの効率化が図られるようなシステムが望まれ，より少な

い人数でメンテナンスが行えるように，電車線のメンテナ

ンスに関する技術開発や，メンテナンスの負担の少ない電

車線構造の導入が図られている。また，電車線設備はライ

フサイクルが比較的長く，部材の多くがリサイクルされて

いるが，その中で電車線設備の簡素化は，メンテナンスの

負担軽減と環境負荷の抑制の両面があり，最近数多く導入

されているき電ちょう架式電車線の導入動機となってい

る。このような電車線設備の開発は始まったばかりであり，

環境問題に対する観点，保全方法の観点から大局的に電車

線のメンテナンスを考える必要がある。 
一方欧州においては，鉄道に各種の電気方式が用いられ

ているが，EU 統合の象徴として国際列車の直通運転の拡大

を目指し，TSI や IEC 規格作成を中心に欧州としてのまと

まりが高まっている。環境問題においても，先進的な取り

組みがなされており，電車線のメンテナンスに関しては，

部品数の少ないシンプルな電車線構造，カーボンすり板の

使用，通過パンタグラフ数が少ないことによりトロリ線の

張替周期が長いなどの特徴がある。欧州における少子高齢

化の進展は日本より遅いが，若い人が鉄道のメンテナンス

に集まらず，電車線技術の伝承が日本と同様に問題となっ

ている。 
これらの観点から，電車線のメンテナンスについて，国

内外の実状を調査して特徴をまとめることにより，今後の

電車線メンテナンス方策の基礎を示すことは，将来の電車

線システムのために必要である。また，各鉄軌道事業者が

それぞれ保守作業の改善や電車線設備の技術開発を行って

おり，何らかの機会を設けて情報交換を行うことは，非常

に意義がある。そのため，鉄道における環境に配慮した電

車線のメンテナンスに関する調査専門委員会を設置するこ

ととなった。 
調査期間は，2009 年 1 月から 2010 年 12 月までの２ヵ年

であり，2011 年 1 月から６月にかけて整理委員会を設定し

て報告書の取りまとめを行った。下記に調査・検討を行っ

た主な項目を示す。 
(１) JR・民鉄における電車線メンテナンスと海外におけ

る電車線メンテナンス 
(２) 電車線のメンテナンスに役立つ，電車線の診断技

術，補修工事の機械化，および保全のシステム化 
(３) 環境に配慮したメンテナンスフリーな電車線構造

と環境に配慮した長寿命電車線材料 
(４) 将来の電車線メンテナンスの方向 

約 2 年 6 ヶ月の委員会設置期間に，16 回の委員会とそれ

に合わせた 9 回の見学会を行った。本報告書は，これらの

結果をまとめたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
新幹線の架線構造の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スペインにおける高速鉄道の架線構造 
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